
褥
鬱
閻
鰺
館
を
飲
緑
機
に
押
し
付
け

『川
国
家
の
家
計
】
川
国
家
の
今

年
の
家
計
は
収
入
７
０
０
万
円
に
対

し
支
出
は
１
１
３
０
万
円
（内
、
ロ
ー

ン
返
済
に
２
７
０
万
円
）
の
見
込
み
。

不
足
の
４
３
０
万
円
は
借
金
で
対
処

す
る
。
川
国
家
は
〔収
入
∧
支
出
〕
の

生
活
を
過
去
５９
年
間
続
け
て
き
た
。

借
金
残
高
は
１
億
１
０
５
０
万
円
に

達
し
て
い
る
。
借
金
は
つ
ど

一
部
返

済
を
行
い
、
完
済
は
６０
年
後
の
２
０

８
４
年
。
川
国
家
は
５
人
家
族
で
祖

父
。祖
母
は
高
齢
者
、
父

・
母
も
定
年

が
近
い
。
１
億
円
超
の
借
金
と
利
息

は
学
生
の
長
女

（と
将
来
の
長
女
の

子
供
、
孫
）
が
返
済
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
川
国
家
は
〔収
入
∧
支
出
〕

の
生
活
を
改
め
る
気
は
な
い
の
で
、

借
金
残
高
は
今
後
さ
ら
に
増
え
て
い

く
。
と
ん
で
も
な
い
家
計
で
あ
る
。

「川
国
家
」を

「日
本
国
」
に
読
み
替

え
、
金
額
単
位
を

「万
円
」
か
ら
「兆

曰

聾
遡
す
る
ヽ

令
和
Ａ
聾
＾

の
日
本
国
の
財
政
の
数
値
に
な
る
。

い財
政
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
】

令
和
６
年
度

一
般
予
算
の
歳
入

。
歳

出
は
１
１
３
兆
円
。
歳
入
の
内
訳
は

税
金
７０
兆
円

（６２
％
）
、
国
債
発
行

（借
金
）
３５
兆
円

（３‐
％
）
、
そ
の

他
８
兆
円

（７
％
）
。
歳
出
１
１
８

兆
円
は
国
が
令
和
６
年
度
に
使
う
金

額
。
内
訳
は
借
金
返
済
２７
兆
円

（２４

％
）
、地
方
交
付
税
１８
兆
円
（１６
％
）
、
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年
金
支
援
１３
兆
円

（２
％
）
、
医
療

費
支
援
１２
兆
円

（１１
％
）
、
そ
の
他

４３
兆
円

（３７
％
）
ｏ
最
初
の
４
項
目

で
税
収
と
同
額
の
７０
兆
円
が
消
え

る
。
国
と
は
防

衝
、
公

父
、
教
管

、

科
学
技
術
振
興
、
公
共
事
業
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
な

ど
を
担
う
機
関
の
よ
う
に
思
え
る

が
、
そ
れ
ら
に
使
わ
れ
て
い
る
金
額

割
合
は
低
い
。
歳
出
１
１
３
兆
円
に

対
し
、
収
入
は
税
収
７０
兆
円
と
そ
の

他
８
兆
円
し
か
見
込
め
な
い
の
で
３５

兆
円
が
不
足
す
る
。
そ
こ
で
国
債
を

３５
兆
円
発
行
す
る
。
本
来
は
３５
兆
円

分
の
支
出
を
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。

【財
政
の
ス
ト

ッ
ク
面
】
昭
和
４０

‐
年
以
降
ず
っ
と
、
税
収
で
不
足
す
る

金
を
借
金

（国
債
発
行
）
で
賄

っ
て

き
た
。
そ
れ
が
積
も
っ
て
国
債
残
高

（国
の
借
金
額
）
は
令
和
６
年
度
末

に
１
１
０
５
兆
円
。
国
の
借
金
を
返

済
す
る
の
は
国
民
。
借
金
残
高
は
国

民
１
人
当
た
り
約
９
０
０
万
円
、
４

人
家
族
だ
と
８
６
０
０
万
円
。
各
家

庭
の
住
宅

ロ
ー
ン
残
高
よ
り
も
多
い

借
金
額
に
な

っ
て
い
る
。

【世
代
〓理
厘
町
嫁
】
こ
の
歳
出
１

１
３
兆
円
は
現
在
の
国
民
が
本
年
度

に
使
う
。
国
民
が
払
う
税
金
は
７０
兆

円
だ
け
。
不
足
分
は
借
金

（国
債
）
。

国
債
の
償
還

（返
済
）
期
間
は
６０
年

間
。
今
年
の
日
本
人
は
自
分
た
ち
の

生
活
か
ら
生
じ
た
３５
兆
円
の
国
債

（金
銭
僣
用
証
書
）
の
返
済
を
次
世

代
に
押
し
付
け
る
。
日
本
は
こ
れ
で

良
い
の
か
。
収
入
に
見
合
う
支
出
の

社
会
に
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
の
４
大
支
出
は
①
借
金
返
済

②
地
方
交
付
税
③
年
金
支
援
④
医
療

支
援
で
あ
る
。
①
の
削
減
は
無
理
。

で
は
②
～
④
の
ど
れ
を
、
い
つ
、
ど

れ
だ
け
削
減
す
る
の
か
。
国
の
収
入

は
税
金
で
あ
る
。主
な
税
は
消
費
税
、

所
得
税
、
法
人
税
。
税
負
担
増
は
国

民
の
誰
も
が
好
ま
な
い
。
し
か
し
次

世
代

へ
の
ツ
ケ
回
避
に
は
、
増
税
も

必
須
で
あ
る
。

〔収
入
＝
支
出
〕
に

な

っ
て
も
、
今
ま
で
の
借
金
１
１
０

５
兆
円
と
そ
の
利
息
が
あ
る
。
大
変

な
状
況
で
あ
る
。
ま
だ
生
ま
れ
て
来

て
も
い
な
い
次
世
代
に
私
た
ち
の
世

代
の
借
金
を
背
負
わ
せ
る
の
は
あ
ま

り
に
酷
だ
。
次
世
代

へ
の
責
任
が
あ

る
。
財
政
赤
字
は

「や
が
て
何
と
か

な
る
」
こ
と
は
な
い
。
も
う
先
送
り

を
し
て
は
い
け
な
い
。

ふ
く
な
が

一
は
じ
め
　
１
９
５
５
年
生
ま
れ
、
神
戸
大
学
経
済
学
部
卒
、
埼

玉
大
学
大
学
院
修
了
、
神
戸
大
学
大
学
院
単
位
取
得
満
期
退
学
。
国
際
医
療
福

祉
大
学
助
教
授
、
藤
田
医
科
大
学
教
授
、
金
城
大
学
教
授
を
経
て
２
０
２
１
年

か
ら
現
職
。
専
門
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
、
病
院
経
営
論
、
医
学
史
。
主
な
単
著

に

「日
本
病
院
史
」

「病
院
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

「世
界
の
病
院
か
ら
」
な
ど
。


